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去
る
三

月
二
十
四

日
、
青
森

市
の
ぱ
・

る
・
る
プ

ラ
ザ
青
森

に
お
い
て
、

青
森
県
漁

船
海
難
防

止
・
水
難

救
済
会
が

主
催
と
な

り
、
本
県
海
域
に
お
け
る
漁
船
海
難
事
故
が
依
然

と
し
て
後
を
絶
た
ず
、
特
に
一
人
乗
り
漁
船
の
事

故
が
多
く
、
尊
い
人
命
と
貴
重
な
財
産
が
失
わ
れ

て
お
り
、
救
命
衣
を
着
用
し
て
い
れ
ば
助
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
事
故
も
多
い
こ
と
か
ら
、
救
命
衣
着

用
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
啓
発
を
青
森
県
下
漁

業
関
係
者
に
呼
び
か
け
、
漁
船
海
難
事
故
の
絶
無

を
期
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
青
森
県
漁
船
海
難
事

故
防
止
大
会
を
開
催
し
、
青
森
県
下
漁
業
者
五
百

人
が
参
加
し
た
。

大
会
で
は
、
始
め
に
、
こ
れ
ま
で
漁
船
海
難
事

故
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
黙
祷
を
捧
げ
、

植
村
正
治
会
長
が
、｢

救
命
衣
を
着
用
し
て
い
た

こ
と
で
死
亡
事
故
に
な
ら
な
か
っ
た
事
例
は
多
い
。

救
命
衣
着
用
運
動
を
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。｣

と
主
催
者
を

代
表
し
て
の
挨
拶
を
述
べ
、
堀
田
省
吾
青
森
海
上

保
安
部
長
、
木
村
守
男
青
森
県
知
事

(

奈
良
岡
修

一
水
産
振
興
課
長
代
読)

が
そ
れ
ぞ
れ
来
賓
の
挨

拶
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
海
難
事
故
の
救
助
活
動
で
功
績
の
あ
っ

た
深
浦
漁
協
組
合
員

岩
根
孝
夫
氏
、
尻
屋
漁
協

組
合
員

三
上
充
氏
に
対
し
、
植
村
正
治
会
長
か

ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

次
に
、
青
森
海
上
保
安
部
警
備
救
難
課
救
難
係

長

井
原
隆
氏
が
、｢

船
舶
海
難
の
発
生
状
況
と

防
止
策
等
に
つ
い
て｣

と
題
し
、
本
年
六
月
一
日

か
ら
改
正
と
な
る
船
舶
職
員
法
等
に
つ
い
て
、
ま

植村正治会長堀田青森海保部長奈良岡水産振興課長
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青森県は､ 三方を日本海､ 津軽海峡､ 太平洋に囲まれ､

内にはむつ湾を抱えるすばらしい魚介類の生産地であり､

我々漁業者はこれまでその海から多大な恩恵を受けながら

漁業を営んできました｡

とりわけ､ 沿岸海域には約１万人の漁業者がおり､ 日頃

から ｢安全第一｣ を心がけて操業をしておりますが､ 常に

海難事故と隣り合わせの状況にあり､ 実際､ これまでも多

くの海難事故が発生しております｡

その中の我々の仲間が亡くなった事故をみると､ 救命衣

を着用していれば助かったと思われる事故も多々あり､ 事

故により突然一家の一員を失った家族の悲しみを思うと､

二度とこのような事故が繰り返されないよう､ 海に生きる

ものであれば誰しもが願うことであります｡

近年､ 青森県内においては､ ｢救命衣着用推進モデル地

区事業｣ が始まり､ すでに22地区が指定されておりますが､

モデル地区においては地区一丸となって救命衣完全着用に

向け取り組まれております｡

この取り組みを県内漁業者すべてが学び､ 自分のため､

家族のため､ 救命衣完全着用を推し進め､ 海難事故による

死亡者の根絶に努めなければなりません｡

よって､ 本日の青森県漁船海難事故防止大会の名の下に､

漁業者一人ひとりが海難事故防止を更に自覚し､ そこに最

善を尽くすこと､ そして､ 救命衣を漁業者のユニホームと

し､ その完全着用に努めることをここに決議します｡

平成15年３月24日

青森県漁船海難事故防止大会
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尻屋漁協組合員 三上 充氏

昨
年
十
二
月
四
日
、
東
通
村
尻
屋
崎
沖
合
い

に
お
い
て
、
た
こ
釣
漁
船
の
海
難
事
故
に
際

し
、
旋
回
し
て
い
た
同
船
を
発
見
す
る
や
直

ち
に
救
助
に
向
か
い
、
海
に
投
げ
出
さ
れ
て

い
た
船
主
を
無
事
救
助
し
た
。

深浦漁協組合員 岩根孝夫氏

昨
年
十
一
月
二
十
一
日
、
深
浦
町
久
六
島
沖

合
い
に
お
い
て
、
ま
ぐ
ろ
釣
漁
船
の
海
難
事

故
に
際
し
、
転
覆
し
た
同
船
を
発
見
す
る
や

直
ち
に
救
助
に
向
か
い
、
船
底
に
い
た
船
主

を
無
事
救
助
し
た
。

た
、
県
内
十
一
ヶ
所
の
救
難
所
を
代
表
し
て
、
小

泊
救
難
所
副
所
長

葛
西
昭
治
氏
が
、｢

救
難
所

の
活
動
・
取
組
み
に
つ
い
て｣

と
題
し
、
百
年
間

の
海
難
救
助
出
動
事
例
及
び
実
地
訓
練
に
つ
い
て

報
告
を
行
っ
た
。

更
に
、
船
舶
海
難
事
故
体
験
報
告
と
し
て
、
深

浦
漁
協
代
表
理
事
組
合
長

森
長
保
氏
が
、｢

昨

年
十
一
月
二
十
一
日
、
深
浦
町
久
六
島
沖
で
ま
ぐ

ろ
釣
漁
船
が
転
覆
し
た
海
難
事
故｣

に
つ
い
て
、

平
内
町
漁
協
浦
田
支
所
組
合
員

後
藤
一
徳
氏
が
、

｢

昨
年
二
月
十
九
日
、
平
内
町
浦
田
漁
港
で
ほ
た

て
貝
の
選
別
作
業
を
終
え
、
岸
壁
へ
下
船
し
よ
う

と
し
た
と
き
船
主
が
海
中
に
転
落
し
た
海
難
事
故｣

に
つ
い
て
、
尻
屋
漁
協
組
合
員

三
上
充
氏
が
、

｢

昨
年
十
二
月
四
日
、
東
通
村
尻
屋
沖
で
た
こ
釣

漁
船
か
ら
船
主
が
海
中
に
投
げ
出
さ
れ
た
海
難
事

故｣

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
体
験
報
告
を
行
っ
た
。

最
後
に
、
救
命
衣
完
全
着
用
に
関
す
る
決
議
を

平
内
町
漁
協
茂
浦
支
所
常
任
理
事

須
藤
十
一
郎

氏
が
朗
読
し
、
満
場
一
致
で
決
議
が
採
択
さ
れ
、

大
会
は
終
了
し
た
。


